
①フリガナ ⑥学籍番号

②氏名

年

⑧Eメールアドレス

年

（宿泊日数）※自動入力

現地
到着
日

年 月 日 ～
現地出
発日

年 月 日 #NUM!

都市（日本語表記）

⑦電話番号

☐受験済み ☐未受験（受験予定日：　　　　　　　　　　　　　　　）

⑤来年度に三重大学大学院に進学予定の場合、下記のいずれかにチェック。これから受験する場合は予定日を記載。

計画タイトル

訪問先名称2

学生海外チャレンジ応援事業　申請書　（Form１）

写真

※正面・脱帽のもの

③現時点の所属 学年

④来年度の所属（予定） 学年

渡航先（国・地域）（日本語表記）

目的と概要
以下の3点が分かるように記述してください。
・現在の学びとの接点： なぜ今、自身の専門や研究に関連してこの渡航が必要か？
・渡航先選定の必然性： 他の国・地域ではなく、なぜ「ここ」でなければならないのか？
・具体的な問い： 現地で明らかにしたい「問い」や「課題」は何か？

期待できる成果（詳細に記入すること。また、その成果と三重大学が重視する「感じる力」、「考える力」、「コミュ
ニケーション力」に「行動する」を加えた総合的な「生きる力」との関係を記載してください。

・帰国時に持ち帰る具体的な成果（定量的・定性的な目標）は何ですか？
・活動の成果としてどのような「データ」や「記録」を持ち帰りますか？
・その成果は、今後の大学生活や進路決定にどう活かされますか？

滞在予定期間

訪問先2　受入責任者（身分、氏名）

訪問先名称1 訪問先1　受入責任者（身分、氏名）

※ここに記載された個人情報は、選考等本事業のためにのみ使用します。



✓ 学内

学外

学生海外チャレンジ応援事業　申請書　（Form2）

・「いつ」「どこで」「誰に」「何を」するのか具体的に記述してください。
　対象： 誰に会うのか？ どこの施設に行くのか？（アポイントメント状況も明記）
　手法： インタビュー、アンケート調査、実技研修など。
・出発から帰国までの日ごと(また週ごと）の動きを記載してください。箇条書きでも良いです。

その他、自由記述　※任意（上記以外に特記すべきことがあれば記載してください。）

計画に含まれる実践活動の内容と計画

成果発表、情報発信の予定 ※以下のうち、少なくとも1つ以上を選択し、具体的な内容を右欄に書いてください。

準備状況（必要な語学力や訪問先での受入予定情報等について記載してください。）

・活動に必要な語学レベルはどれくらいで、現在の到達度はどれほどですか？まだ到達していなければ、
出発までの学習計画を記述してください。
・訪問先へのアポイントメントの取得状況（決定・交渉中・未定）を明記してください。
・渡航先特有のリスク（治安、衛生、政情等）を確認していますか？
・緊急時（病気、盗難、災害等）の具体的な対応方法、連絡手段を確認していますか？

これまでの海外経験（旅行も含む）

※ここに記載された個人情報は、選考等本事業のためにのみ使用します。



　 ・記入するのは青色セルのみです。

・「渡航及び準備支援」欄は、渡航先「(a)アジア」または「(b)その他の地域」に「○」してください。

・渡航先が複数あり、「(a)アジア」と「(b)その他地域」どちらも含む場合は両方に「○」してください。

・現地宿泊日数にはForm１と同じ宿泊日数が自動入力されています。

(a) (b)

（ｃ）

現地宿泊日数

小計

※最大35万円

(2)生活支援
#NUM!

学生海外チャレンジ応援事業　申請書　（Form3）

【支援申請額】

申請額

(1)渡航及び
準備支援

項目 渡航先（アジア） 渡航先（その他地域）

#NUM!

※最大25万円

#NUM!

(3)困窮学生支援金

受給希望欄
「はい」又は「いいえ」を選択
してください。

受給を希望欄で「はい」を選択した場合、利用している支援制度を選択
してください。複数ある場合はどれか一つを選んでください。

申請額　合計 #NUM!

※ここに記載された個人情報は、選考等本事業のためにのみ使用します。


